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新しい年、地域の魅力づくりを考えよう
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「
星
」の
価
値
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総務省の家計調査報告
教養娯楽は８％増加

月の消費支出

景 気 の
現状ＤＩ

低
下
も
今
後
に
期
待

内
閣
府
、

月
の

ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
調
査

旅
行
支
援
延
長
で

宿泊業の
売 上 高


ヵ
月
連
続
で
増
加

総
務
省
調
査

９

月


年
比
は

％
減

電
気
料
金
平
均

倍
に

帝
国
デ
ー
タ

企
業
調
査

価
格
転
嫁
は
３
割

宿
泊
業
の
従
事
者
数

前
年
比
５
％
増
加

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
２
０
２
３
年
を
迎
え
て
、

老
婆
心
な
が
ら
心
配
す
る
こ

と
が
多
い
。
本
当
に
ニ
ッ
ポ

ン
国
は
大
丈
夫
な
の
だ
ろ
う

か
。
重
要
な
諸
問
題
が
横
た

わ
り
、
政
府
は
そ
の
解
決
策

に
手
も
つ
け
ず
、
旧
統
一
教

会
問
題
が
重
要
問
題
で
あ
る

か
の
ご
と
く
国
会
で
鎮
座
し

て
い
た
。
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ

イ
ナ
に
軍
事
侵
攻
し
、
戦
争

が
続
く
今
、
の
ん
び
り
と
新

春
を
祝
う
気
分
に
な
れ
な
い

の
は
私
だ
け
で
は
あ
る
ま

い
。

　
い
よ
い
よ
海
外
か
ら
の
旅

行
者
が
増
加
す
る
年
に
な
る

気
配
が
感
じ
ら
れ
る
。
コ
ロ

ナ
禍
に
敏
感
な
日
本
人
で
は

あ
る
が
、
欧
米
人
を
は
じ
め

ア
ジ
ア
人
以
外
は
意
外
に
鈍

感
で
あ
る
ゆ
え
、
入
国
審
査

が
緩
和
さ
れ
ビ
ザ
の
発
給
が

進
め
ば
、
に
ぎ
に
ぎ
し
く
な

る
と
期
待
で
き
る
。た
だ
、中

国
と
韓
国
の
旅
行
客
が
ど
こ

ま
で
伸
び
る
の
か
、
ち
ょ
っ

と
不
透
明
で
あ
る
。
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
与
え
る
経
済
の
影

響
が
大
き
い
だ
け
に
、
今
年

は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
戻
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
願
望
は
、
あ

ら
ゆ
る
業
界
に
沈
殿
す
る
。

　
観
光
客
が
増
え
る
と
、
地

方
も
元
気
に
な
る
。
農
産
物

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
土
産

物
も
売
れ
る
。
観
光
業
界
が

元
気
に
な
れ
ば
、
地
方
に
も

そ
の
元
気
が
波
及
し
て
く

る
。
地
方
再
生
・
創
生
の
突

破
口
は
、申
す
ま
で
も
な
く
、

「
観
光
振
興
」
で
あ
る
。
２

０
２
０
年
１
月
、
「
Ｗ
ｅ
ｄ

ｇ
ｅ
」
誌
２
月
号
は
、
「
幻

想
の
地
方
創
生
」
を
特
集
し

た
。
２
０
１
４
年

月
に

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
法
」を
政
府
は
成
立
さ
せ
、

地
方
創
生
に
取
り
組
む
。が
、

同
誌
は
、
自
治
体
の
人
口
争

奪
戦
で
、
ど
こ
の
自
治
体
も

疲
弊
し
、
も
は
や
地
方
創
生

疲
れ
を
起
こ
し
て
い
る
と
い

う
の
だ
。

　
「
幻
想
の
地
方
創
生
」
と

う
た
っ
て
い
る
割
に
、
人
口

問
題
を
中
心
に
捉
え
る
だ
け

で
、
私
た
ち
の
期
待
す
る
ア

イ
デ
ア
を
提
供
し
て
く
れ
て

い
な
い
。
た
だ
、
政
府
の

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
に
お
い
て
、

「
観
光
に
よ
る
地
方
創
生
を

実
現
す
る
必
要
が
あ
る
」
と

認
識
さ
れ
た
こ
と
を
評
価
す

る
。
戦
略
で
は
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ

（
Ｄ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
　
Ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ

ｔ
／
Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
ｅ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ

　
Ｏ
ｒ
ｇ
ａ
ｎ
ｉ
ｚ
ａ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ
）
な
る
官
民
一
体
と
な

っ
た
組
織
を
作
り
、
今
ま
で

の
観
光
協
会
の
よ
う
な
団
体

で
は
な
く
、
新
た
に
観
光
庁

が
認
定
す
る
法
人
を
登
録
さ

せ
る
こ
と
に
し
た
。
政
府
は

地
方
創
生
推
進
交
付
金
と
し

て
、
か
な
り
な
額
の
金
を
計

上
し
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
普
及
を
地

方
創
生
の
一
手
段
と
し
て
全

国
に
働
き
か
け
た
。
観
光
地

と
し
て
の
発
展
の
た
め
の
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
観
光
事
業

の
推
進
策
と
し
て
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ

の
存
在
感
が
期
待
さ
れ
る
。

　
問
題
は
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
運
営

す
る
に
当
た
り
、
補
助
金
や

交
付
金
だ
け
を
頼
り
に
し
て

い
て
は
、
や
が
て
行
き
詰
ま

る
。
加
え
て
、
人
材
も
大
切

で
あ
る
。
か
つ
て
の
自
治
体

の
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
の
思

考
で
は
失
敗
す
る
。
欧
米
の

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
ご
と
く
自
主
財
源

を
産
む
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
必

要
が
あ
る
。
ま
た
、
民
間
業

者
に
任
せ
っ
き
り
で
も
運
営

は
難
し
い
。
観
光
税
、
入
湯

税
の
一
部
を
財
源
に
す
る
ア

イ
デ
ア
も
あ
る
が
、
あ
く
ま

で
も
そ
の
地
域
の
活
性
化
の

た
め
で
あ
り
、
観
光
業
界
の

関
係
者
だ
け
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
な

い
こ
と
を
き
ち
ん
と
銘
記
し

て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
「
Ｗ
ｅ
ｄ
ｇ
ｅ
」
誌
は
、

セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
見
出

し
で
読
者
に
興
味
を
も
た
せ

た
が
、
人
口
の
争
奪
戦
が
地

方
創
生
策
の
一
つ
で
東
京
一

極
集
中
は
止
ま
ら
な
い
と
書

く
。
次
に
観
光
政
策
が
大
切

で
あ
る
と
説
き
、
あ
た
か
も

地
方
創
生
策
の
切
り
札
で
あ

る
か
の
印
象
を
与
え
る
。
納

得
で
き
る
部
分
も
あ
る
が
、

地
方
再
生
・
創
生
は
各
自
治

体
の
戦
略
に
か
か
っ
て
い

て
、
そ
の
方
策
を
羅
列
し
て

く
れ
て
い
な
い
。
「
地
域
の

活
性
化
に
は
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
生
産
性
向
上
が
不
可
欠

で
あ
り
、
自
治
体
の
広
域
化

を
促
す
よ
う
な
交
付
税
改
革

が
必
要
だ
」
（
佐
藤
主
光
）

と
記
述
し
、
さ
ら
に
合
併
を

考
え
さ
せ
る
べ
き
だ
と
書

く
。
交
付
税
の
現
状
か
ら
す

れ
ば
、
説
得
力
も
あ
る
。

　
新
年
を
迎
え
て
、
高
齢
者

へ
の
サ
ー
ビ
ス
、
人
口
増
加

の
た
め
の
魅
力
づ
く
り
、
オ

ン
リ
ー
ワ
ン
の
存
在
感
あ
る

自
治
体
づ
く
り
等
々
を
考
え

て
ほ
し
い
。
昨
年
よ
り
も
今

年
は
、
全
て
の
面
で
上
回
る

目
標
を
掲
げ
、
一
歩
一
歩
前

進
す
べ
き
で
あ
る
。
「
Ｗ
ｅ

ｄ
ｇ
ｅ
」
誌
の
言
う
「
人
口

争
奪
戦
」
だ
け
が
地
方
創
生

・
再
生
で
は
な
い
。
と
は
い

え
、
魅
力
あ
る
住
み
や
す
い

地
域
、美
し
い
自
然
が
あ
り
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
見

ら
れ
て
人
々
は
転
居
す
る
。

目
標
を
立
て
て
自
ら
の
自
治

体
を
元
気
に
し
て
ほ
し
い
も

の
だ
。

　
素
材
の
質
、
調
理
技
術
の
高

さ
と
味
付
け
の
完
成
度
、
独
創

性
、コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

常
に
安
定
し
た
料
理
全
体
の
一

貫
性
。
五
つ
の
観
点
か
ら
審
査

さ
れ
る
の
が
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ

ド
。星
の
基
準
は
料
理
の
み
で
、

店
の
内
装
や
サ
ー
ビ
ス
は
星
の

対
象
で
は
な
い
。
こ
の
基
準
は

世
界
共
通
で
、
職
業
や
身
元
を

隠
し
た
少
数
の
調
査
員
が
１
軒

１
軒
、
一
般
客
を
装
っ
て
食
べ

歩
い
て
調
査
し
、
評
価
を
下
し

て
い
く
…
。

　
そ
ん
な
徹
底
し
た
秘
密
主
義

が
し
ば
し
ば
語
ら
れ
る
と
こ
ろ

だ
が
、
発
行
元
の
ミ
シ
ュ
ラ
ン

タ
イ
ヤ
の
あ
る
フ
ラ
ン
ス
で

は
、
そ
の
方
法
で
料
理
の
正
当

な
評
価
が
で
き
て
い
る
の
か
ど

う
か
懐
疑
的
な
メ
デ
ィ
ア
も
あ

る
そ
う
だ
。

　
星
を
獲
得
し
た
店
の
中
に
も

名
誉
や
ス
テ
イ
タ
ス
は
感
じ
つ

つ
も
星
を
拒
否
す
る
店
が
あ
る

と
い
う
。
懇
意
に
し
て
い
る
日

本
料
理
店
の
店
主
に
ミ
シ
ュ
ラ

ン
の
星
に
選
ば
れ
た
い
？
と
尋

ね
た
ら
、
「
調
査
員
が
客
と
し

て
紛
れ
込
ん
で
い
る
な
ん
て
思

い
も
つ
か
な
い
し
、
そ
の
調
査

員
の
舌
が
本
物
か
ど
う
か
も
分

か
ら
な
い
。
ま
し
て
や
、
い
つ

来
る
か
も
分
か
ら
な
い
調
査
員

を
意
識
し
な
が
ら
調
理
す
る
な

ん
て
冗
談
じ
ゃ
な
い
よ
」
と
嗤わ

ら

う
。

　
星
、
と
い
え
ば
「
５
つ
星
の

宿
」
。
長
く
誌
面
編
集
に
関
わ

っ
て
い
る
立
場
上
、
思
う
と
こ

ろ
が
多
い
。
変
わ
ら
ぬ
コ
ロ
ナ

禍
で
あ
っ
て
も
、
大
手
新
聞
や

ネ
ッ
ト
上
の
旅
行
会
社
の
広
告

に「
５
つ
星
の
宿
に
泊
ま
る
？
」

と
い
う
商
品
告
知
を
目
に
す
る

と
、
創
刊
以
来

年
の
歳
月
を

経
て
よ
う
や
く
市
民
権
を
得
た

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
し
、

編
集
開
始
を
目
前
に
気
持
ち
が

引
き
締
ま
る
。

　
５
つ
星
の
宿
に
選
ば
れ
る
こ

と
は
ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
星
ど
こ
ろ

の
評
価
で
は
な
い
と
思
う
。
衆

知
の
通
り
、
５
つ
星
の
宿
は
延

べ
５
年
・
５
回
に
わ
た
っ
て

「
人
気
温
泉
旅
館
ホ
テ
ル
２
５

０
選
」
に
入
選
し
た
宿
に
贈
ら

れ
る
称
号
で
あ
る
。
選
ぶ
の
は

全
国
の
旅
行
業
な
ど
旅
行
の
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
た
ち
で
、

ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
よ
う
な
顔
の
見

え
な
い
調
査
員
で
は
な
い
。
回

答
し
て
い
た
だ
く
ア
ン
ケ
ー
ト

項
目
は
「
施
設
・
料
理
・
風
呂

・
サ
ー
ビ
ス
・
雰
囲
気
」
の
５

項
目
で
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
よ
う

な
偏
り
は
な
い
。
そ
こ
に
プ
ロ

と
し
て
の
経
験
、
知
識
、
見
識

が
高
評
価
と
な
っ
て
積
み
重
な

る
。
陰
に
は
旅
行
者
の
存
在
も

あ
る
。

　
そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
集
計
し

た
上
で
、
観
光
経
済
新
聞
社
と

観
光
関
連
８
団
体
に
よ
る
厳
正

な
る
審
査
を
経
て
５
つ
星
の
宿

が
紙
面
発
表
さ
れ
る
。
ま
さ
に

選
ば
れ
た
宿
、
選
び
抜
か
れ
た

宿
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
単
な
る

本
の
タ
イ
ト
ル
と
は
思
っ
た
こ

と
も
な
い
。

　
５
年
・
５
回
選
ば
れ
る
こ
と

の
大
変
さ
は
並
大
抵
の
努
力
で

は
な
い
。
５
つ
星
の
宿
の
方
々

に
敬
意
を
込
め
て
、
何
年
か
前

の
誌
面
に
「
選
ば
れ
る
こ
と
、

選
ば
れ
続
け
る
こ
と
。
そ
の
難

関
に
挑
戦
し
続
け
る
宿
が
あ

る
」と
書
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。

そ
の
思
い
の
ま
ま
新
た
な
編
集

に
向
か
お
う
と
思
う
。

　
（
連
載
「
道
標
　
経
営
の
ヒ

ン
ト
」
は
今
週
号
を
も
っ
て
終

了
で
す
）
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内
閣
府
は
こ
の
ほ
ど
、
景

気
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
調
査
の
２

０
２
２
年

月
分
を
公
表
し

た
。
同
月
の
景
気
の
現
状
判

断
Ｄ
Ｉ
（
季
節
調
整
値
）
は

前
月
比
１
・
８
㌽
減
の

・

１
。
サ
ー
ビ
ス
関
連
、
飲
食

関
連
な
ど
の
Ｄ
Ｉ
が
低
下
し

た
。
景
気
の
先
行
き
判
断
Ｄ

Ｉ
も
同
１
・
３
㌽
減
（

・

１
）
と
低
下
。
た
だ
観
光
関

連
企
業
か
ら
「
全
国
旅
行
支

援
の
延
長
が
決
ま
っ
た
た

め
、
今
ま
で
以
上
に
景
気
は

上
向
き
に
な
る
」
（
観
光
型

ホ
テ
ル
）
と
、
今
後
を
期
待

す
る
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。

　
調
査
は
地
域
の
景
気
の
動

き
を
観
察
で
き
る
業
種
の
人

々
に
、
３
カ
月
前
と
比
べ
た

景
気
の
現
状
と
、
２
～
３
カ

月
先
の
景
気
の
先
行
き
に
つ

い
て
、
「
良
い
」
「
ど
ち
ら

と
も
い
え
な
い
」
「
や
や
悪

い
」
な
ど
５
段
階
で
判
断
し

て
も
ら
い
、
結
果
を
数
値
化

し
た
も
の
。

　
現
状
判
断
Ｄ
Ｉ
は
サ
ー
ビ

ス
関
連
が
前
月
比
４
・
２
㌽

減
の

・
６
、
飲
食
関
連
が

同

・
１
㌽
減
の

・
９
、

小
売
関
連
が
同
２
・
２
㌽
減

の

・
６
と
、
全
て
数
値
を

落
と
し
た
。

　
先
行
き
判
断
Ｄ
Ｉ
も
サ
ー

ビ
ス
関
連
が
同
１
・
１
㌽
減

の

・
５
、
飲
食
関
連
が
同


・
８
㌽
減
の

・
０
な
ど

と
低
下
し
た
。

　
景
気
判
断
理
由
の
主
な
回

答
は
次
の
通
り
。

　
「
人
流
を
抑
制
す
る
よ
う

な
制
限
が
な
い
こ
と
か
ら
年

末
年
始
の
旅
行
需
要
が
増
え

て
い
る
」（
現
状
、や
や
良
、

北
海
道
、
旅
行
代
理
店
）
。

　
「
全
国
旅
行
支
援
に
よ
り

国
内
旅
行
取
扱
額
も
増
加
し

て
お
り
、
３
カ
月
前
と
比
べ

て
上
向
き
傾
向
に
あ
る
」

（
現
状
、
や
や
良
、
東
北
、

旅
行
代
理
店
）
。

　
「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
観
光
ス

タ
イ
ル
が
確
立
し
、
回
復
傾

向
に
あ
る
。
ま
た
、
訪
日
外

国
人
も
徐
々
に
増
加
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
全
体
的
に
観

光
需
要
が
回
復
し
つ
つ
あ

る
」
（
現
状
、
や
や
良
、
北

関
東
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
）
。

　
「
３
カ
月
前
と
比
べ
て
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
新
規

感
染
者
数
は
増
加
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、
全
国
旅
行
支
援

な
ど
の
支
援
策
に
よ
り
宿
泊

の
稼
働
率
は
高
水
準
で
推
移

し
て
い
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
も

週
末
中
心
で
は
あ
る
が
満
席

に
な
る
日
が
多
く
見
受
け
ら

れ
、
婚
礼
や
宴
会
も
延
期
案

件
の
実
施
に
よ
り
販
売
量
が

確
実
に
伸
び
て
き
て
い
る
」

（
現
状
、や
や
良
、南
関
東
、

都
市
型
ホ
テ
ル
）
。

　
「
全
国
旅
行
支
援
の
お
か

げ
で
売
り
上
げ
が
回
復
し
て

い
る
。予
約
は
多
い
も
の
の
、

従
業
員
が
不
足
し
て
い
る
た

め
に
、
１
０
０
％
ま
で
客
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
や
や
良
い
状

況
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
前
と

比
較
す
る
と
同
程
度
ま
で
回

復
し
て
い
る
」
（
現
状
、
や

や
良
、
甲
信
越
、
観
光
型
旅

館
）
。

　
「
秋
に
な
り
、
数
は
少
な

い
が
団
体
旅
行
が
動
き
だ
し

て
お
り
、
そ
の
分
の
売
り
上

げ
が
底
上
げ
さ
れ
て
い
る
」

（
現
状
、
や
や
良
、
北
陸
、

旅
行
代
理
店
）
。

　
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
利
用

が
大
幅
に
増
え
、
朝
食
の
利

用
も
約
８
割
が
訪
日
旅
行
客

と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
訪

日
客
は
、
中
国
以
外
の
韓
国

や
台
湾
、
東
南
ア
ジ
ア
の
ほ

か
、
欧
州
か
ら
も
多
い
。
平

日
で
も
満
室
で
販
売
を
止
め

る
日
が
あ
る
ほ
か
、
朝
食
に

時
間
調
整
が
必
要
と
な
る
日

も
増
え
て
い
る
。
問
題
点
と

し
て
は
、
客
室
の
清
掃
や
料

飲
サ
ー
ビ
ス
ス
タ
ッ
フ
の
人

員
確
保
が
挙
げ
ら
れ
る
」

（
現
状
、
や
や
良
、
近
畿
、

都
市
型
ホ
テ
ル
）
。

　
「
全
国
旅
行
支
援
の
効
果

で
、
来
客
数
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
発
生
前
の

水
準
に
回
復
し
て
い
る
」

（
現
状
、
や
や
良
、
四
国
、

観
光
型
旅
館
）
。

　
「
全
国
旅
行
支
援
は
年
明

け
以
降
も
延
長
予
定
の
た

め
、
や
や
良
く
な
る
と
見
て

い
る
」（
先
行
き
、や
や
良
、

東
北
、
観
光
型
ホ
テ
ル
）
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
状
況
次
第
で
あ
る
。

年
末
年
始
の
予
約
は
非
常
に

弱
い
。
そ
の
一
方
で
光
熱
費

を
は
じ
め
経
費
高
騰
を
価
格

に
転
嫁
で
き
な
い
状
況
で
あ

る
。
ま
た
、
人
材
が
確
保
で

き
ず
今
後
の
大
き
な
懸
念
材

料
と
な
っ
て
い
る
」
（
先
行

き
、
や
や
悪
、
東
海
、
都
市

型
ホ
テ
ル
）
。

　
「
従
業
員
の
人
手
不
足
等

の
課
題
は
あ
る
が
、
全
国
旅

行
支
援
の
延
長
が
決
ま
っ
た

た
め
、
今
ま
で
以
上
に
景
気

は
上
向
き
に
な
る
」
（
先
行

き
、
や
や
良
、
中
国
、
観
光

型
ホ
テ
ル
）
。

　
総
務
省
は
こ
の
ほ
ど
、
サ

ー
ビ
ス
産
業
動
向
調
査
の
２

０
２
２
年
９
月
分
速
報
を
公

表
し
た
。
同
月
の
宿
泊
業

（
旅
館
・
ホ
テ
ル
、
簡
易
宿

所
、
下
宿
業
）
の
売
上
高
は

前
年
同
月
比

・
０
％
増
の

４
６
７
８
億
９
５
０
０
万
円

と
、

カ
月
連
続
で
増
加
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の
２
０
１

９
年
同
月
比
は

・
９
％
減
。

　

年
同
月
比
は
、

年
１

月
か
ら

・
０
％
減
、

・

７
％
減
、

・
２
％
減
、


・
６
％
減
、

・
６
％
減
、


・
５
％
減
、
・
０
％
減
、


・
４
％
減
、

・
９
％
減

と
推
移
。
同
月
は

年
中
、

６
月
に
次
ぐ
低
い
減
少
率
だ

っ
た
。

　
前
年
同
月
比
は

カ
月
連

続
で

％
以
上
の
２
桁
増
と

な
っ
て
い
る
。

　
ほ
か
の
業
種
を
見
る
と
、

飲
食
店
が
前
年
同
月
比

・

８
％
増
（

年
同
月
比

・

９
％
減
）
の
１
兆
３
７
７
６

億
５
５
０
０
万
円
。
娯
楽
業

（
映
画
館
、公
園
・
遊
園
地
、

遊
戯
場
な
ど
）
が
同
７
・
３

％
増
（
同

・
７
％
減
）
の

２
兆
５
７
６
４
億
３
９
０
０

万
円
。
道
路
旅
客
運
送
業
が

同

・
３
％
増
（
同

・
１

％
減
）
の
２
４
４
５
億
９
４

０
０
万
円
。

　
サ
ー
ビ
ス
産
業
全
体
は
同

８
・
０
％
増
（
同
５
・
９
％

減
）
の

兆
４
６
２
億
３
４

０
０
万
円
と
、

カ
月
連
続

で
増
加
し
た
。

　
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
事
業
従

事
者
数
は
、
宿
泊
業
が
前
年

同
月
比
５
・
１
％
増
の

万

８
７
０
０
人
と
、
９
カ
月
連

続
で
増
加
し
た
。
サ
ー
ビ
ス

産
業
全
体
は
同
１
・
０
％
増

の
２
９
３
１
万
１
８
０
０
人

と
、
５
カ
月
連
続
で
増
加
し

た
。

　
ほ
か
の
業
種
を
見
る
と
、

飲
食
店
が
同
４
・
７
％
増
の

３
７
４
万
７
８
０
０
人
。
娯

楽
業
が
同
０
・
２
％
減
の


万
６
８
０
０
人
。
道
路
旅
客

運
送
業
が
同
０
・
１
％
減
の


万
２
４
０
０
人
。

　
総
務
省
は
こ
の
ほ
ど
、
家

計
調
査
報
告
の
２
０
２
２
年


月
分
を
公
表
し
た
。
同
月

の
消
費
支
出
は
１
世
帯
（
２

人
以
上
の
世
帯
）
当
た
り
前

年
同
月
比
で
実
質
１
・
２
％

増
の

万
８
０
０
６
円
と
５

カ
月
連
続
で
増
加
し
た
。


の
費
目
別
で
は
教
養
娯
楽
が

同
８
・
０
％
増
の
２
万
８
４

５
９
円
と
７
カ
月
連
続
で
増

加
し
た
。

　
同
月
は
食
料
と
教
育
の
２

費
目
が
減
少
。
ほ
か
の
８
費

目
が
増
加
し
た
。

　
教
養
娯
楽
の
う
ち
、
宿
泊

料
が
同

・
２
％
増
（

年

同
月
比

・
６
％
増
）
の
２

０
８
８
円
。
パ
ッ
ク
旅
行
費

が
名
目
で
同

・
９
％
増

（
同

・
８
％
減
）
の
２
１

０
９
円
。

　
ほ
か
の
費
目
を
見
る
と
、

交
通
・
通
信
が
同
１
・
５
％

増
の
４
万
１
３
４
６
円
と
５

カ
月
連
続
で
増
加
。
自
動
車

等
関
係
費
、
通
信
を
除
い
た

「
交
通
」
が

・
９
％
増
加

（
５
７
８
４
円
）
し
た
。

　
食
料
は
同
０
・
４
％
減
の

８
万
４
１
５
１
円
と
３
カ
月

ぶ
り
に
減
少
。
学
校
給
食
を

除
く
「
一
般
外
食
」
が

・

１
％
増
加
（
１
万
２
８
９
８

円
）
し
た
。

　
同
月
の
２
人
以
上
世
帯
の

う
ち
勤
労
者
世
帯
の
実
収
入

は
１
世
帯
当
た
り
前
年
同
月

比
で
実
質
０
・
９
％
減
の


万
８
２
８
２
円
と
２
カ
月
ぶ

り
に
減
少
し
た
。

　
こ
の
う
ち
世
帯
主
の
定
期

収
入
は
同
２
・
０
％
減
の


万
１
６
５
３
円
と
７
カ
月
連

続
で
減
少
。
配
偶
者
の
収
入

は
同
６
・
６
％
増
の
８
万
９

８
９
６
円
と
９
カ
月
連
続
で

増
加
し
た
。

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
は
こ

の
ほ
ど
、
全
国
の
企
業
を
対

象
に
電
気
料
金
値
上
げ
に
関

す
る
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

っ
た
。
電
気
料
金
の
総
額
が

１
年
前
と
比
べ
て
増
加
し
た

企
業
割
合
は

・
６
％
。
料

金
は
平
均

・
７
％
増
と
、

約
１
・
３
倍
と
な
っ
た
。
増

加
分
を
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
価

格
に
転
嫁
で
き
て
い
る
企
業

割
合
は

・
７
％
と
、
お
よ

そ
３
割
に
と
ど
ま
る
。

　
１
年
前
と
比
べ
た
電
気
料

金
に
つ
い
て
、
「

～

％

未
満
の
増
加
」
が

・
４
％

と
最
も
多
く
、
「

％
未
満

の
増
加
」
が

・
０
％
と
続

い
た
。
「
変
わ
ら
な
い
」
は

７
・
４
％
、
「
減
少
」
は
１

・
３
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
電
気
料
金
の
増
加
分
を
販

売
価
格
や
サ
ー
ビ
ス
料
金
に

ど
の
程
度
転
嫁
で
き
て
い
る

か
を
聞
く
と
、
「
全
く
で
き

て
い
な
い
」
が

・
４
％
、

「
多
少
な
り
と
も
で
き
て
い

る
」
が

・
６
％
だ
っ
た
。

「
多
少
な
り
と
も
―
」
の
う

ち
、
「
２
割
未
満
」
が

・

９
％
、
「
２
割
以
上
５
割
未

満
」
が
６
・
０
％
、
「
５
割

以
上
８
割
未
満
」
が
３
・
５

％
。

　
電
気
料
金
値
上
げ
や
節
電

要
請
へ
の
対
応
策
は
（
複
数

回
答
）、「
こ
ま
め
な
消
灯
」

が

・
９
％
と
ト
ッ
プ
。

「
空
調
な
ど
の
温
度
設
定
の

見
直
し
」
（

・
７
％
）
、

「
消
費
電
力
の
少
な
い
製
品

・
設
備
の
導
入
」
（

・
８

％
）
が
続
い
た
。


